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運送業の労災、とにかく多い、「転落・挟まれ」

運転手 積み降し作業時、荷台から転落事故多発
運転手が荷主企業・現場などで荷物を積み降しする際に荷台から誤って転落して負傷する例が目立っている
今後、高所作業での積み降し時に脚立や足場の点検を十分に行うようにしましょう

◇冬道の事故防止 追突事故の防止◇
～先を読み キケンを回避 これぞプロ～

◇凍結路面 スピードを落とし、車間距離をとり、急ハンドルを控えましょう◇

気を付けないと･･･
落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

◇足を滑らせ、荷台からの転落にも注意しましょう◇

◇構内事故の根絶◇
～して安心 しないで後悔 安全確認～
○ 慣れ、油断からの、「不確認」をなくす！
○ ミラーだけでなく、「自分の目」で確認！
○ 出構時は、歩道手前で「一時停止」、安全確認！

夕暮れの時間帯は要注意

※ 「バック確認OK 」

※ 「交差点確認OK 」

※ 「積み降ろし確認OK 」

◆労災事故防止 トラックの荷台から･･･「墜落・転落」、「挟まれ」防止◆

◆作業前、『事前打合せ』を行い、安全に作業を行いましょう◆

◇見直そう 「慣れ」の作業◇
積み込みや付帯作業にも注意が必要

フォークリフトにひかれ6歳女児死亡、10歳女児重傷
父がリフトに姉妹乗せ遊んでいた

リフトが旋回した際に、姉妹2人が落下、ひかれた
２０２１年０１月０４日２１時０３分

４日午後３時１５分ごろ、滋賀県の会社の駐車場で、姉妹２人が父親（４２）の運転するフォークリフトには
ねられ、小学１年の女児（６）が死亡した。小学５年の姉（１０）も重傷を負った。警察によると、父親はこの
会社の関係者で、休業だった同日、フォークリフトの荷物を持ち上げる部分に娘２人を乗せて遊んでいた。リフ
トを旋回した際に２人が転落してひかれたという。

除雪機に巻き込まれ、9歳男児が死亡
未就学児の頃と違い、しっかりしてきて、親も油断しがちです

もう、大丈夫だろうと
２０２１／１／３（日） １７：００

３日午後１時２５分ごろ、新潟県の住宅から「息子が除雪機に挟み込まれてけがを負った」という通報が警察署に
あった。けがを負った男児（９）は意識不明の状態で市内の病院に救急搬送されたが、その後、死亡が確認され
た。男児は、父親が自宅兼会社事務所の敷地内で小型除雪機を用いて作業をしていたところ、回転して雪をかき
集める部位に巻き込まれた。父親が通報したという。同署が経緯などを調べている。新潟県内は先月末から大雪
が続いており、同県によると、３日午後に積雪６５センチを観測していた。

信号待ちのトラックに追突
酒飲んで車を運転し、トラックの運転手にケガさせた

31歳無職の女逮捕
◇飲酒運転 こんなことで、自分の人生を「棒に振ってよいのか」◇

２０２１／１／５（火） １：１８
４日午前４時ごろ、三重県の国道で酒を飲んで乗用車を運転し、信号待ちのトラックに追突する事故を起こし、

運転していた男性（６３）にケガをさせた疑いで、３１歳の女が逮捕されました。調べに対し、容疑者は「酒を飲んで
事故を起こしたことは間違いない」と容疑を認めていて、警察は酒を飲んだ経緯や事故の状況などを詳しく調べ
ています。


